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【 新横江地区の人口 】※令和７年３月１日現在(前月比) 

 男：2,608(-7人) 女：2,684(-4人)  

 計：5,292人(-11人） 世帯数：2,066戸（-4戸）   
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新横江公民館  

鯖江市横越町1-43-2  51‐2969 

Ｅ-mail  SC-CC-Shinyokoe＠city.sabae.lg.jp 

第１回まちづくり計画ワークショップがスタート 

子育てサロン「サザエさん」 

脳と心を育てる音楽レッスン♪ 

  ふくおか音楽教室 福岡紗來先生による『脳と心を育てる音楽レッスン♪』が新

横江公民館で開かれました。参加した親子14組みんなが、先生のピアノやダンスのリ

ズムに合わせて、たのしい！うれしい！快い！おもしろい！といったプラスの感性を

たくさん引き出されていました。この感覚が、IQ・EQ・HQを高めるそうです。これ

からの時代を心豊かに生きていける力を養っていきましょう 。   

お知らせ  

公民館施設開放事業 
 2月より試験運用を始めた公民館施設開放事

業ですが、日を追うごとに、来館者が増え認知

度も徐々に上がってきたと思います。４月以降

も継続実施の予定ですので、学生の皆さん気軽

に来てください！ 

2月19日（水）新横江公民館 大ホール 

-- 福岡紗來さんインスタグラム表現を参考 -- 

６月からスタートした「子ども茶道教室」は月１回のペースで練習を重ねてきました。 

 今までの練習の成果を見て頂くため、３月
８日（土）に保護者の方を招き「お茶会」を
開催しました。 

 緊張した面持ちで、保護者の前でお
点前を披露しました。時々先生から指
摘されながらも、お抹茶を茶筅で点
て、お客様にお運びしました。子ども
たちの上達ぶりを見て頂き、保護者か
らも、感想を伝えてほしいものです。 

 公民館では、日本の伝統文化の一つである「茶道」を子
どもたちが経験できる場として今後も実施していきたいと
思います。 

※・IQ 知能指数 ・EQ 感情知能指数 ・HQ 幸福度指数 

子ども茶道教室 『お茶会』 

“夜の道が暗い”・
“地区のイベントを知
らない”・“ポイ捨て
ごみが多い”・“地区
の特産物がない”など
など、日頃は気付かな
い多くの課題が出され活発な議論が交わされました。 

  

次回のワークショップでは、
出された課題を整理するとと
もに解決策についても話し合
う予定です。 

＊ワークショップ 

 問題解決やトレーニングの手法。参加者が自発的に作業
や発言できる環境が整った場において、ファシリテーター
と呼ばれる司会進行役を中心に、参加者全員が体験するも
のとして運営される形態。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%B7%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC


有償ボランティア「新横江ささえあい」活動報告 

     日 時：2月23日（日） 新横江体育館 

鯖江市は、今年1月に市政70周年 

https://www.city.sabae.fukui.jp/about_city/kekaku_torikumi/citypromotion/sshisei70.html 

全体コンセプト 

鯖江市にある様々な魅力をまとめて円形にすることで、まち全体で一つになるイメージ。 

デザイン要素 

・鯖江市の三大地場産業である越前漆器と石田縞で7を、眼鏡で0を描き市政70周年を表現。 

・数字の背面には、市の動物のレッサーパンダの顔と尻尾、市の花のつつじ(ロゴ左側)、市の木のさくら 

(ロゴ右側)、市の鳥のおしどり(ロゴ右下) 

鯖江市ホームページ参照 

鯖江市制70周年記念ロゴマークが決定しました！ 

 新横江地区スポーツ協会主催綱引き大会が、天皇誕生日に新横江

体育館で開催されました。結果報告いたします。 

 ホワイエでは、各公民館や社会教育施設が、令和6年度に実施してきた
内容を、パネル展示されました。（現在新横江公民館玄関に展示中） 

新横江公民館メインテーマ、社会教育による若者へのアプローチ 

    ～観客からプレーヤーへ～ 
3月1日（土）鯖江市文化センター  

～健康体操教室～「足つぼマッサージ」～ 3/5 

  

 ４回シリーズで始まった健康体操教室

「足つぼマッサージ」は３月５日で最終

回を迎えました。テキストをもとにいろ

いろなツボが（今回は手先や足先を中

心）どの症状に対応するのか習いまし

た。ツボは体の異常の発見部位であり、

治療点でもあることを学習しました。 

 生活支援サービス「新横江ささえあい」のボランティアメンバーに子育て中の方がおられます。ご近所の高齢

者のゴミ出しの手伝いをしている姿を見て、小学生の娘さんが「私がお手伝いする。」と言って１００m程度離

れた家までゴミを取りに行ってくれました。有償なので、少額の料金をいただきます

が、「これはお小遣いね」と渡すと喜んでいたとの報告がありました。 

「地域が人を育てる」という言葉がありますが、お互いを尊重し、ご近所同士で助け合

うことの大切さを子供達は家庭や地域の中で学んでいくのではないでしょうか。    


